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研究成果の概要（和文）：成人吃音者の重症度・タイプ分類を試みた。重症度とタイプ分類とは必ずしも一致し
なかった。音読が比較的温存されており重症度を決める要因であった。側音化構音障害の重複率が3割と極めて
高く，聴覚面の問題の訴えがみられた。脳機能の解析では，右耳聴取時，左側頭葉の活性が不十分で，左耳では
良好だった。そこで，聴性脳幹反応検査を行い，聴覚伝導路の問題を精査した。吃音者は流暢者に比べ，全般に
I-V波間潜時が遅延していたが，更に，中・重度吃音者は右耳の潜時が遅延，軽度吃音者は左耳の潜時が遅延し
ていた。吃音者は聴覚伝導の遅延，更に左右の耳で差があった。自身の声をモニタリングできず発語に混乱が生
じていると思われた。

研究成果の概要（英文）：Severity  and classification of adults who stutter (AWS) were assessed and 
revealed to be inconsistent. Moreover, 30% of AWS had lateral articulation disorder, and some of 
them often complained of hearing problems. Brain function analysis revealed that the activities of 
the left temporal area were inadequate when listening via their right ears, but those of the 
bilateral temporal areas were good when listening via their left ears. Thus, AWS underwent auditory 
brainstem response (ABR) tests to determine their auditory pathway problems. Consequently, for click
 ABR via the left ear, interpeak latencies (IPL) (I-V) were significantly longer in AWS with mild 
impairment than in fluent subjects and AWS with moderate and severe impairment. For click ABR via 
the right ear, IPL (I-V) in AWS with moderate and severe impairment were significantly longer than 
that in fluent subjects and AWS with mild impairment. Thus , a slight delay of auditory information 
was considered to cause speech confusion.

研究分野： 認知神経心理学

キーワード： 吃音重症度　聴覚伝導路　聴覚モニタリング障害　左右の耳の差　聴覚フィードバック
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研究成果の学術的意義や社会的意義
吃音の問題について発語の面，脳機能の面から研究を行った結果，発語については，機能的構音障害の重複が3
割と多く，また聴覚面の問題を訴える吃音者もみられた。言葉を繰り返す，詰まるだけの問題ではないことが明
らかになった。脳機能の問題については，既に，左脳機能不全の問題が指摘されていたが，吃音者では，大脳以
前の脳幹レベルの聴覚伝導路においても遅延が生じていることが明らかになった。更に，左右の耳による聴覚伝
導の差もみられた。ヒトは自身の声をモニタリングしながら話している。吃音者では聴覚面でのわずかな遅れや
左右差から発語のタイミング障害が起こっていることが示唆された。今後聴覚からの介入が必要である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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１． 研究開始当初の背景 
(1) 吃音のリハビリテーションの様相  
発達性吃音の機序は十分明らかにされていない。日本の病院や施設では，吃音症例に対するリ

ハビリテーションは十分実施されていないのが現状である。吃音のリハビリテーションは，オー
ストラリアで開発されたリッカム法 (Onslow, M., et al., 2002)，流暢性形成法 (O'Brian, 
S., et al. 2003)など，行動療法を用いた話しやすい技法の習得であり，機序を反映したもので
はない。本邦でも，話しやすさや，吃音が出た際の苦しみや恥ずかしさから予期不安の減少を目
指す試みもなされている。 
(2) 吃音の解明に対する脳科学の研究 
Chang ら(2001)は，吃音者は，発話時のブローカ野と発話運動野(中心前回下部)を連絡する神

経線維の活性が，拡散テンソル画像にて右脳に比べ左脳が不良であったこと，また同様の神経線
維の描出で，右脳に比べ左脳言語聴覚野である上側頭回からブローカ野への神経線維が吃音者
では非吃音者に比べ有意に少なかった事等を報告している。このように，吃音の原因については，
近年、脳科学の進歩により，発話時，左脳の言語野の活性が不十分であること，脳の聴覚情報が
発話運動部位へ届かない，構音企画情報が届かないなど，さまざまな左脳機能不全の報告がみら
れる。だが，実際の吃音症例では音読と自発話では乖離があり，タイプや症状もさまざまで，未
だ解明は不十分である。 
(3) 事前調査結果 
 我々は，発語時の脳機能を，近赤外線分光法(functional Near-Infrared Spectroscopy; 
fNIRS)を用いて研究してきた。言語性の記憶力の優れる通訳者では，左上側頭回の活性が目立っ
た(Anzaki, et al., 2015)。一方，事前調査で，対照群の流暢者では，右耳聴取時の復唱課題
で，両側の側頭葉の活性が目立ったが，吃音者では，右耳聴取時，左側頭葉が活性せず，左耳聴
取時，左側頭葉が活性した (Anzaki, et al., 2016)。更に，発語の事前調査で，吃音者では，
音読時では吃音は目立たず，言語モダリティにより差があること，また機能的構音障害の重複が
多いこと，などがみられた。 
２．研究の目的 
本研究では、申請者が行った事前調査の結果を踏まえ、吃音症例の音読の良否等の個人内差、 

機能的構音障害の重複、脳機能計測から見た言語野に関わる脳機能の問題といった吃音の実態
の評価を行い，タイプ分類と機序の解明を行う。特に，本研究では，吃音症例の聴覚情報に関す
る脳機能不全に着目し，それに基づくリハビリテーション技法を開発することを目的とする。近
赤外分光法や事象関連電位などによる脳活動データを用いて，介入効果について多角的に検討
する。  
３．研究の方法 
 本研究の方法は，(1)介入前後の評価として，①発語面の評価，②脳機能の評価，(2)介入計画，
(3)聴覚伝導路の評価の 4つである。(3)聴覚伝導路の評価は，研究開始当初の計画には入ってい
なかった。 
(1)介入前後の評価 
①発語面の評価 
介入前評価として，成人吃音者 42 名を対象として，吃音検査法を用いて吃音症状の実態と機

能的構音障害の重複について調べた。非流暢性頻度と重症度，構音障害の有無、音読速度を分析，
更に中核症状や音読スピードを変数とした Ward 法を用いたクラスター分析を行った。 
介入後の評価として，成人吃音者 7名を対象として，吃音検査法を用いて吃音症状の改善の有

無を調べた。 
②脳機能の評価 
介入前評価として，成人吃音者 16名，対照流暢群 10名を対象として，左右の耳別に単語・

短文を聞いてもらい，fNIRS を用いて，リスニング時と復唱時の左右の脳の酸素化ヘモグロビ
ン(oxyhemoglobin; OxyHb)変化量を計測した。 
介入後の評価として成人吃音者 11名を対象として，介入前と同じ検査を行い，介入前と比較

した。 
(2) 介入計画 
事前調査や脳機能の計測により，右耳聴取時に左側頭葉が活性しなかったことから，右耳か

らの聴覚伝導路の問題と考え，右耳から会話音を聞く，左耳からホワイトノイズを聞いてシャ
ドウイングする音源を作成し，当事者に定期的に送付し訓練を依頼した。 
(3) 聴覚伝導路の評価 
左右の耳別の聴覚伝導路の障害の有無を確認するために，聴性脳幹反応(Auditory Brainstem 

Response; ABR)検査を行った。ABR 検査は，当初予定していなかった評価であり，既に介入を
始めていた。成人吃音者 13 名と対照流暢者 16名を対象者として，クリック音と/da/音を用い
て聴性脳幹反応検査を行い I-V 波間のピーク間潜時を，群別（流暢群・吃音軽度群・吃音中重
度群）・左右耳別の 2要因分散分析で解析した。 
４．研究成果 
(1) 介入前の発語評価 (Anzaki, et al., 2017，安崎他 2019) 
成人吃音者の言語障害の様相を明らかにするために行った評価だが，以下のことが明らかに

なった。重症度評価では，軽度が 33%，中度が 26%だったが，吃音がほとんど見られない正常域



とごく軽度を合わせて 48%を占め，社交不安障害の重複により，非常に気にしている様相が明ら
かになった。また，側音化構音障害の重複が 31%と高く，吃音以外の言語障害が重複する症候群
であることが示された。また，音読では非流暢性頻度は少なく，絵の説明や自由会話との差が明
らかだった(p<.01)。Ward 法を用いたクラスター分析では，重症度とグループ分けとは必ずしも
一致しなかった。 
(2) 介入前の脳機能の評価 (Anzaki, et al., 2018) 
単語・短文の復唱課題時とレスト時の OxyHb 変化量を比較し t値を算出した。図１に比較対照

群の流暢者群，図２に介入前の吃音者の右耳聴取時と左耳聴取時の t値を示した。特にｔ値が高
い部分を〇で囲った。赤は高い t値，青は低い t値を示す。 
 

  
流暢者 右耳聴取での復唱課題時     流暢者 左耳聴取での復唱課題時 

図１ 対象流暢者群の復唱課題時の t値 
 
 
 
 
 
 
 
 

吃音者 右耳聴取での復唱課題時     吃音者 左耳聴取での復唱課題時 
図２ 介入前のタイプ２の単語・短文の復唱課題時の t値 

 
活性のタイプにより吃音者は 4グループに分かれた。タイプ 1は，いずれの耳で聴取しても両

側の前頭側頭葉が活性しなかった群，タイプ 2は，右耳で聴取時に，左の前頭側頭葉が活性しな
かった群で図２に示した。タイプ３は 1名だが，リスニング課題では左耳で両側の前頭側頭葉が
活性，復唱課題では右耳で両側の前頭側頭葉がわずかに活性した。タイプ 4は，流暢群と比べる
とリスニング課題では t値は小さいが，復唱課題では流暢群と同様に高い t値を示した。 
(3) 介入後の脳機能評価 
介入後の単語・短文のリスニング課題と復唱課題における OxyHb 変化量を算出した。下に示し

た図３は，タイプ２の右耳聴取時における短文復唱時の OxyHb 変化量を示したものである。OxyHb
変化量が高い部分を〇で囲った。 
 

 
 
 
 
 
 
 
  
      介入前の右耳聴取での短文復唱時   介入 1.5 年後の右耳聴取での短文復唱時   

図３ タイプ 2の吃音者，介入前後の右耳聴取時の復唱課題における OxyHb 変化量 
 
右耳聴取時に左脳の活性が得られなかったタイプ２だが，介入 1.5 年後に，右耳から聴取時に

左脳の活性がみられるようになった。 
(4) ABR 検査結果 (Anzaki, et al., 2020, 安崎他 2020) 
図４に，吃音の非流暢性頻度とクリック音における ABR 検査での右耳の I-V 波間の潜時の相

関を示した。ピアソンの相関係数は 0.78 と強い相関を示し，非流暢性頻度が高く(吃音が重度）
なると，右耳の潜時が長く遅延する傾向が示された。 
図５にクリック音における I-V 波間の潜時(msec.)を，群別(流暢群 9名，吃音軽度群 6名，吃

音中重度群 6 名)，左右の耳別に示した。吃音群は全般に右耳の潜時が遅延したが，更に群分け



すると，中重度群は右耳の潜時が遅延し，軽度群は左耳の潜時が遅延することが示された。吃音
者では，左脳機能の低下が報告されていたが，今回の ABR 検査の結果から，脳機能以前に聴覚伝
導路の問題があることが示された。また左右の耳で，その障害の様相が異なることも明らかにな
った。 
 

  

 
 

(5) 得られた成果の意味と，今後の展望 
 本研究の結果，我々が示した聴覚伝導路の左右差の知見は，国際的にも報告されていない。 
ヒトは自身の声をモニタリングしながら話している。自身の声が多少遅れて聞こえ，更に左右差
があることで，話すタイミングのずれを生じさせると推察する。右耳の聴覚伝導路の遅れを示し
た吃音者では，改善を示したが，今後右耳だけではなく，左右の耳の聴覚伝導の遅延に応じて介
入を行う予定である。 
 また，本研究の解析は不十分である為，今後さらに分析を進めていく予定である。 
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